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月 

ククリリススママスス  
おおははななしし  
大大  会会  

ことしもやってきました、１２月
がつ

のおたのしみ★ 

たのしいおはなしや絵本
え ほ ん

で、 

ステキなひとときをプレゼントします。 

ご家族
か ぞ く

や、おともだちといっしょにいかが？ 

心
こころ

あたたまるクリスマスを、 

しろね図書館
と し ょ か ん

でどうぞ♪ 

１回目
か い め

 ２：１０ 乳幼児
にゅ うよう じ

と保護者
ほ ご し ゃ

向
む

け 

２回目 ２：３０   〃 

 

３回目 ３：００ 幼児
よ う じ

から 

 

４回目 ３：３０   〃 

【ところ】しろね図書館
と し ょ か ん

 おはなしのへや 

 

日（ 土 ） 

おはなし会に参加して 

壁面飾り“読書のもみの木”に 

オーナメントをかざろう！ 

（当日、オーナメントの 

かざりをくばります） 
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早
はや

くも２０１０年
ねん

しめくくりの 

月
つき

になりました。    

年
とし

の瀬
せ

を前
まえ

に、あわただしくお過
す

ごしのかたも   

いらっしゃるのではないでしょうか。   

クリスマスに年越
と し こ

しの準備
じゅんび

と、このシーズン、 

調
しら

べるにも楽
たの

しむにも、図書館
としょかん

はとってもべんり。 

どうぞご活用
かつよう

ください。 

※申
もう

し込
こ

みはいりません。 

今回
こんかい

は整理券
せ い り け ん

の配布
は い ふ

は 

ありませんので、 

気軽
き が る

におこしください。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんなある日、あの引き出しの中の家をみつ

けるのです。そうして、また“花明かり”桜子
さくらこ

と

出会います。盆栽の話では、こんな素敵な表

現があったのかとおもわず、笑みがこぼれます。 

盆栽の他にもたくさん空想と現実が 

重なりあい、これが私たちの世界の真実 

なのかもしれないと思うのはなぜでしょう。 

詳しい話はぜひ読んでみてください。 

家族の温かさや人の優しさが文章、物語の

中に溢れていると感じます。想い描いたとおり

の雰囲気を挿絵から楽しめ、満足感が得られ

る作品。もうすでに手渡されている方にはすみ

ません。母から娘へ手渡したくなる本です。 

南区 学校図書館支援センターから（1２月号） 

● 学校図書館は読書週間で大にぎわい！ 
 

子どもたちがもっともっと本を好きになるように、 

各学校とも趣向を凝らし読書週間行事を 

実施しています。じっくり読む時間を設定したり、 

読書郵便やクイズを企画したり。 

しろね図書館も学校に出向き、出前お話会で 

子どもたちと一緒に本を楽しんでいます。 

 

１０月２３日から全３回にわたり、１４名のみなさんから 

参加をいただきました。お孫さんができて初めて図書館に 

通うようになられた方から、本にかかわる仕事をしている方 

まで、参加の動機はさまざま。知識を学ぶだけでなく、実際に 

「おはなしかご」の例会に加わって本番さながらの体験も。 

真剣ななかにも、和やかでとても楽しい会になりました。 

 

●絵本の楽しさの再発見にともなって、新鮮な感覚・楽しさ

を感じました●１４人の皆さんと時間を共有でき、これか

らの活動のエネルギーになりました●実習のときドキドキ

でした。もっと練習しなくては●絵本の良さをあらためて

感じ、語りにもふれることができ、伝える感動を覚えました 

読み聞かせ講習会を開催しました 

１１月の来館者数………………16,687 人  

小さな女の子ならきっとお人形遊びの

経験があるのではないでしょうか。 

たくさんの小さな物を作った経験が、 

私にはありました。不用な箱、包装 

紙、様々 な物で作った小物のあれこれ 

がごちゃごちゃに詰まった箱が。ふさわ 

しい大きさのものを仕立てれば…… 

そんな風に考える事で、あの頃夢中にな

った理由を“花明かり”と結び付けたく

てたまりません。児童書とはいっても大

人（女性）こそ惹かれる作品なのです。 

二人の少女と“花明かり”の優しさに 

包み込まれる感動の物語。 

 

母と娘（七重
な な え

）で作った引き出しの中の

家は、それはとてもかわいらしい素敵な家

でした。残念な事に女の子は母親を亡く

しますが、小さな七重
な な え

を待っていたのは、優

しい祖父母と古いお家でした。ここで、“花

明かり”と出会い、かけがえのないひとと

きを過ごします。“花明かり”の独楽子
こ ま こ

も

またその姿、言葉遣いまで魅力的です。 

時は経ち、また別の少女（薫
かおる

）がこの

古い家へやってきます。不思議の国の

アリスに出てくるような小さなドアや

この古い家にはなにか小さなものが 

住んでいるような気がする……。 

 

 

 “小さい人たち”の物語は

数多くあり、どれも名作 

として読み継がれています。 

そのような作品を 

読まれた方、読まれて 

いない方に紹介したい 

“小さい人たち”を書いた 

優しい長編ファンタジー。 

 “花明かり”と呼ばれる 

“小さい人たち”は、 

ここでは昔話のように 

語られます。 

 

 

 

 



第
121
回 

読
書
会 

平
成

22
年

11
月

21
日
（
日
） 

午
後
２
時
～ 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

     

★
★ 

星
新
一
作
品
と
の
出
会
い 
★
★ 

  

◆
た
ま
た
ま
家
に
あ
っ
た
文
庫
本
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
最
初
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
上
に
二
人
い
て
、
ど
ち
ら
か
の
持
ち
物
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
読
ん
で
、
す
ぐ
に
は
ま
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

◆
俺
、
い
や
私
も
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
。
地
元
の
エ
ヌ
書

店
さ
ん
で
買
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ア
ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸

し
た
と
か
、
宇
宙
、
Ｓ
Ｆ
も
の
が
流
行
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

◆
私
は
誰
か
に
勧
め
ら
れ
た
か
し
て
読
ん
だ
の
で
し
ょ
う
が
、

何
編
か
読
ん
で
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
っ
て
？ 

そ
ん
な
に
怖
い
顔
し
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
何
か

あ
ん
ま
り
に
も
短
か
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
…
…
。 

 

◆
え
っ
、
そ
こ
が
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
、
星
新
一
の
良
さ
な
ん

で
す
よ
、
ね
え
～
！ 

 

◆
そ
う
そ
う
、
そ
こ
な
ん
で
す
よ
。
星
新
一
の
真
髄
、
真
骨
頂
。

そ
こ
が
星
新
一
た
る
所
以
な
ん
で
す
よ
ね
ェ
。 

 

◆
（
も
う
、
い
い
わ
よ
。
せ
っ
か
く
、
読
み
直
し
た
の
に
。
あ

た
し
も
う
喋
ら
な
い
か
ら
！
） 

 

◆
い
わ
ゆ
る
「
落
ち
」
の
推
理
、
予
測
が
面
白
く
て
。
ど
ん
な

風
に
落
と
す
の
か
。
そ
れ
が
何
十
、
何
百
ペ
ー
ジ
も
先
で
は
な

く
、
め
く
る
次
の
ペ
ー
ジ
に
待
っ
て
い
る
。
め
く
る
か
、
ち
ょ

っ
と
待
っ
て
、
も
う
ひ
と
捻
り
は
な
い
か
と
し
ば
し
躊
躇
し
て
、

「
落
ち
」
の
予
測
が
当
た
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
っ
た
ら
な
い
ね
。 

    

★
★ 

好
き
な
作
品
は 

★
★ 

   

◆
勿
論
、
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
。
そ
れ
か
ら
、
題
名
が
出
て
こ
な
い

け
ど
～
。
初
期
の
も
の
で
す
ね
。 

 

◆
私
は
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
「
お
ー
い 

で
て
こ
ー
い
」
か
な
。 

や
は
り
、
初
期
の
作
品
が
好
き
で
す
ね
。 

 

◆
な
ん
か
最
近
エ
ヌ
Ｈ
Ｋ
で
星
新
一
作
品
が
放
映
さ
れ
た
と
か
。

私
、
見
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
悔
し
い
～
。 

 

◆
さ
れ
ま
し
た
よ
。
魅
力
的
な
ア
ニ
メ
、
実
写
も
。
も
ち
ろ
ん
、

「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」、
「
お
ー
い 

で
て
こ
ー
い
」
も
。 

 

◆
（
や
っ
と
、
出
番
が
）
私
、
そ
れ
は
見
ま
し
た
よ
。
あ
れ
が
「
ボ

ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
で
す
ね
。
面
白
か
っ
た
。 

 

◆
「
お
ー
い 

で
て
こ
ー
い
」
は
落
ち
の
予
測
が
導
入
部
で
大

当
た
り
。
ち
ょ
う
ど
公
害
問
題
が
噴
出
し
て
き
た
頃
で
、
ち
ょ

っ
と
ゾ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
の
展
開

は
予
想
外
で
し
た
。 

 

◆
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
か
訪
問
販
売
員
も
の
、
薬
・
機
械
等

の
発
明
も
の
、
宇
宙
開
拓
・
侵
略
も
の
等
が
よ
く
題
材
に
な
っ

て
い
て
、
よ
く
出
来
て
い
ま
す
ね
。
長
く
て
も
面
白
い
で
す
ね
。 

 

◆
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勧
め
ら
れ
、
便
利
だ
、
便
利
だ
、
い
い
こ
と

づ
く
め
だ
と
次
か
ら
次
へ
と
購
入
し
て
い
く
が
、
最
後
は
「
全
て

引
き
取
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
セ
ー
ル
ス
マ

ン
は
「
い
い
で
す
よ
。
皆
さ
ん
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
言
っ

て
、
引
き
取
っ
て
去
っ
て
い
く
。
作
者
が
講
談
社
文
庫
「
エ
ヌ
氏

の
遊
園
地
」
の
あ
と
が
き
に
書
い
た

と
い
う
一
節
が
ジ
ー
ン
と
胸
を
打
ち
、
心
に
残
る

ん
で
す
。
ジ
ー
ン
と
ね
。
人
間
と
は
、
人
間
は
ど
こ
へ
行
く
…
…
。 

 

◆
い
つ
も
と
雰
囲
気
違
い
ま
す
ね
。 

 

◆
私
も
、
矛
盾
に
満
ち
た
人
間
な
ん
で
す
。 

（
館
長
／
石
口
） 

 

 

 
 

 

【
参
加
者
】
３
名 

星 
新
一
の
世
界 
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    ルーム２ 
１２月１９日（日）１４：００～ 

さまざまな不思議が繰り広げられる、 

大人も子どもも夢中になった昔話の数 。々 

ルーマニア、エチオピア、フィンランド、トルコ…… 

全１１冊に世界各地の楽しい民話が詰まった、 

お話の宝箱のようなシリーズです。 

お国柄の違いを楽しんだり、 

時が変わり、所が移ろうと変わることのない、 

人の心のありようを感じたり。 

物語のおもしろさが存分に味わえます。 

 

【岩波おはなしの本】 
シリーズ（岩波書店） 

読
書
会
は
、
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
ん
で
、
思
っ
た
こ
と
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
楽
し
い
集
ま
り
で
す
。 

 

 

 

 

 

～ 

何
で
も
来
ー
い
・
オ
ー
ル
カ
マ
ー 

～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２/２～１/８ の行事 

バレエ「くるみ割り人形」は、毎年

クリスマスが近づいてくると上演さ

れます。娘が５歳、すぐ下の弟が２

歳くらいの時に、３人で観に行きま

した。少しすると、娘は、言葉がな

いからお話がわからないと言うの

で、耳もとで小さな声であらすじを

話して聞かせました。 
 

クリスマスの晩に、女の子クララは 

くるみわり人形をもらいますが、兄

ととりあいになって、こわれてしま

います。夜中にクララがくるみ割り

人形のところへいってみると、人形

が動き出して……。 

 

娘は、「もういい」と言って解説

はそこまででした。弟のほうを

見ると、体を乗り出して舞台の

ほうをじっと見ています。目を

キラキラさせて。弟が騒いだら、

すぐに外に連れ出す覚悟でいま

したが、そんな心配は不要でし

た。言葉がなくとも、舞台の 

美しさ、音楽のすばらしさは、 

ちゃんと伝わっていたのです。 

 

（チャイコフスキー・バレエ物語） 
ジーン・リチャードソン／再話 
フランチェスカ・クレスピー／絵 

評論社刊 

モーリス・センダック／イラスト 
ほるぷ出版刊 

ブックバスは、 

冬のあいだ運休します。 

２月２８日から運行再開です。 

１２月２９日～１月３日 
年末年始のため休館します 

 

 
クリスマスおはなし大会 

 

１２月１８日（土） 

 
読書会(ﾙｰﾑ２)  14:00～ 

１２月１９日（日） 

 
おはなしかご例会  10:00～ 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

１２月１１日（土） 

 
雑誌リサイクル 10:00～ 

おはなしかご例会  10:00～ 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

１２月２５日（土） 

 
おはなしかご例会  10:00～ 

絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

１月８日（土） 

 
絵本のじかん  14:10～ 

おはなし会    14:30～ 

１２月４日（土） 

E.T.Aホフマン原作  

絵本【Ｅク】  物語【９４３ホ】 

Ｃ Ｄ  

ＤＶＤ  

１２月１５日～２８日 
３週間借りることができます 

 

11月14日 

小学校１年生から６年生まで１６名の子どもた

ちが参加。いろいろな学校の子どもたちが、仲良

くおやつを作って、みんなでいただきました。 

おやつ作りの他に 
大型絵本の読み聞かせや 

クイズをやって、 
絵本の世界を楽しみました。 

 

11月７日 

まず紙を折って中身にし、麻糸で綴じます。ボール紙を布にのりで貼り付けて 

表紙をつくり、本に仕立てました。家に帰ってから、消しゴムはんこで絵をつけたり、 

文章を入れると自分だけの本になります。本格的な製本を体験したひとときでした。 

 

 

心配していたお天気も晴れ、参加者は２歳の男の子

から大人まで総勢１２人でわいわい言いながら 

ミニミニ絵本を作りました。 

 

お母さんと一緒に１冊の本を作っている 

微笑ましい姿もみられました。自分ひとりで 

作った５歳の男の子は、誇らしそうです。 

「子どもより私のほうが楽しみで」とお話して

いたお母さん。針をおっかなびっくり持って 

いた女の子たちの姿も印象に残っています。 

 

英国ロイヤル・バレエ団 
パリ管弦楽団／演奏 
小澤征爾／指揮 

どうぞ手にとってご覧ください。 

そして、ぜひ一度本物の舞台もご覧ください。 




